
広島市教育センター  

●「ことばの力」を育てる  

広島大学大学院教育学研究科 教授 吉田裕久   

今，多くの場で「ことばの力」を高めることが強調  

されている。それは「ことばの力」の大切さが再認識  

される一方で，「ことばの力」の不足が指摘されてい  

るからである。それは，次のような答申や調査結果な  

どに表れている。   

○ 文化審議会国語分科会（2004．2．3）「これから  

の時代に求められる国語力について」（考える  

力・感じる力・想像する力・表す力）   

○ 広島県教育委員会（2004．4）「子どもたちに   

『ことばの力」】をはぐくむために」（聞く・読む・   

話す・書く技能，考える・感じる・表す能力）   

O PISA調査（読解力）（Reading Literacy）の結果   

（2004．12）（理解し，利用し，熟考する能力）   

これらの答申や調査結果などから，「ことばの力」  

として要請されている力が，「話す・聞く・書く・読  

む」能力のみならず，「考える，感じる，想像する」  

能力など，ことばを通して発展的に獲得する力にまで  

及んでいることがわかる。   

広島県は，「ことばの力」を学習や生活の基盤とな  

る重要な「力」として，全教科・活動を通じて育成す  

る「ことばの教育県」づくり事業を推進している。各  

パイロット校においては，子どもたちの論理的思考力  

及びコミュニケーション能力等を育成するための実践  

的な研究が行われているところである。   

国語科は，目的的・計画的・体系的に「ことばの力」  

を育てる教科である。言語知識（音声・音韻，文字，  

語句・語彙，文法など）と言語活動力（話す・聞く・  

書く・読む能力）とを「ことばの力」の基礎・基本と  

して育ててきた。ただ，今日は，   

読む＝読解＋読書   

書く＝生活文・感想文＋意見文   

話す・聞く＝独話（スピーチ・発表）＋対話・会話  

などと，これまで育ててきた「ことばの力」に加えて，  

広義の「ことばの力」を育て，伸ばすことが求められ  

ている。   

全教科・活動を通じて，ことばは必要不可欠なもの  

である。ことばを用いたこれらの学習の場は，「こと  

ばの力」を育てる「実の場」となる。例えば，社会科  

の発表の場や総合的な学習の時間の話し合いの場で，  

必然性を伴って「ことばの活動」が行われる。とはい  

え，これらの活動は，“「ことばの力」を育てること”  

が「目的」ではない。あくまで，その“教科・活動の  

ねらいを達成すること”が「目的」である。国語科で  

培った「ことばの力」を「手段」として効果的に用い  

て，それらの教科・活動のねらいを達成するような学  

習内容や取組を創り出すことが求められている。  
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教育用コンテンツ開発・作成の視点   

教育情報の開発・作成の視点を次のように定め，1  

、5の五つの分野別に開発・作成を行いました。  
教育用コンテンツの開発・作成に係る実践研究  

教育センター主任指導主事 住吉  磨  

教育センター指導主事 山嶺  勲  

教育センターでは，昨年度，市立学校の先生方の協  

力を得て，内部Webページで教育情報を提供するシス  

テムを構築しました。今年度も教育情報のより－一層の  

充実を目指しています。これらの教育情報をご活用い  

ただくために，『教育センター内部Webページ活用ハ  

ンドブック」】を各学校にお配りしましたが，その概要  

についてお知らせいたします。  

○ 広島ならではの教育情報を優先して収集する。  

○ 緊要な教育課題の解決につながる教育情朝を   

収集する。  

○ 授業のヒントが得られるような情報を漆付し   

て教育情朝の提供を行う。  

○ 目的の情報に容易にアクセスできるように工  

」竺竺   

1特別支援教育に係る教育情報  

広島市内の先生方が作成された連合野外活動や個別の指導計画，構音障害  

のあるチビもの指導，自作による支援機器等，多岐に渡る教育情報を集めて，  

左のようなカテゴリーに分けて紹介し，今後の指導資料等を作成する際に活  

用できる形式で提供しています。   

提供する教育情報は，「事務文書」と「散村・教材作成用データ」に分け  

て整理しています。個別の指導計画等の様式や「記述例を記したサンプル」は，  

閲覧するだけでなく，ダウンロードして利用することも可能です。  

●   

2 コンピュータやネットワーク活用時のトラブル解決に係る教育情報  

次の五つの内容について，市立学校の先生方が，実際の実践の中から体得  

したトラブル解決法をQ＆A形式でまとめました。  

フ7イル管理について ・著作権について ・ホームページについて  

ネットワークの活用について ・コンピュータ使用中のトラブルについて  
＋   
Click  

3 テレビ会議システムの活用に係る教育情報  

市立学校4校で，2種類のテレビ会議を用いた実践を行いました。そこから  

見いだされたノウハウなどを，次の6点にまとめています。  

テレビ会議って，どんなもの？ ・テレビ会議に期待できる効果  

準備物 ・当日までの取り組み ・実践事例 ・よくある疑問（FAQ）   ＋－   
Click  

4 地域素材に係る教育情報  

社会科や総合的な学習の時間で利用できる広島市の産業や昔の道具などの  

地域素材を収集し，内容別または地域別に整理をしました。この教育情報を  

活用して，次のような活動が考えられます。  

・児童がWebページを閲覧し，学習プリントに記述しながら，調べ学習を行う。  

・教師が写真等をプロジュクターで投影したり，印刷したりして提示用資料とする。  

教育用素相集  

少・、－、・・  

5 インターネット上の教育情報（リンク集）   

昨年度は，／ト学校に焦点化して，学年別・教科別にリンク情報を分類・整  

理し，リンク情報を教材名に村応させて活用できるようにしました。インタ  

ーネット上には有益な教育情報がたくさんあります。校内LANを用いて，子  
ビもたちの関心・意欲を高めたり，知識の補完に活用したり，学びの補完に  

活用したり，思考を深めたり広げたりすることに活用してみましょう。   

今年度も，教育センター内部Webページの一層の充  

実を図るべく，研究協力員の先生方にご協力をいただ  

いています。このページが市立学校の大きな財産とな  

るように，より多くの先生方に，このページをご活用  

いただき，改善の視点や地域素材等の提供についてご  

協力いただけることを願っています。   

教育センター内部Webページアドレス   

http：／／192．168，6．10／  
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と「説明理解」したり「ドリル」をしたりする学習が  

展開される傾向が見られます。   

しかし調査結果から，子どもの習熟の程度と学習へ  

の志向性の関係は，上記のような類型的なものでない  

ことがわかります。このことから類型的な学習指導方  

法の決め方は，効果的であるとは必ずしも言えないこ  

とがわかります。   

これらの結果を踏まえて，子ども一人一一人の学習の  

志向性を把握するための希望調査を実施し，それぞれ  

の学習集団の志向性に合わせた学習指導計画および学  

習指導案を作成して授業を行いました。   

その結果，以下のことを明らかにすることができま  

した。  

（1）学習集団の編成について   

○ 学習集団の編成  

子どもの学習の状況（学習内容の程度）及び学  

習（学習形態，学習方法等）への志向性の傾向に  

合わせて決定することが望ましい。  

→子どもの1犬況に応じた学習集団の編成   

○ 習熟度別の学習集団の編成  

あらかじめそれぞれの学習集団の特徴（学習内  

容や方法など）を具体化して子どもに示す。  

→子どもの主体的なコース選択の促進  

→習熟度による優越意識や劣等意識等の払拭  

（2）学習指導計画の立案について   

○ 学習過程  

習熟の程度に加え，子どもの学習への志向性  

も十分に踏まえて計画する。  

→それぞれのコースの子どもの満足感   

○ 学習のねらい  

いずれのコースも基礎的な内容の確実な定着を  

図ることを第一のねらいとする。そのために，  

→子どもの知的好喬心を揺さぶるような学習課題  

の設定及び探究的な学習活動を取り入れる。  

→それぞれの子どもの学習の志向性に合わせた  

学習形態を組み込んだ学習過程を計画する。   

O「個に応じた指導」の一層の充実  

→学習集団の学習への志向性の全体的な傾向を把  

握し，それに基づく学習指導計画を立てる。  

→指導計画では応じることができない子どもの  

学習への志向性に応える個別の支援を具体化  

し．計画の中に盛り込んでおく。  

本研究では，子どもの意識調査及びその結果の分  

析・考察に基づく学習集団編成並びに学習指導計画の  

立案・実践，さらに，子どもの授業後の自己評価の分  

析・考察の結果から，少人数指導を効果的に行うため  

の学習指導計画のモデルを示すことができました。   

詳細については，『研究紀要 第25号』にまとめて  

います。ご活用ください。  

少人数指導の充実に係る実践研究  

教育センター主任指導主事（事）主任 藤村 和彦  

教育センター指導主事 大下 恵子  
教育センター指導主事 水ノ上俊一  
教育センター指導主事 正原 直行  

教育センターでは，平成13年度に「少人数指導の導  

入に係る実践研究」を行い，「少人数指導」における  

人的・空間的・時間的環境を利用したよさを明らかに  

してきました。こうした中で，本研究では少人数指導  

を，次のように定義しました。   

子どもそれぞれの能力・適性や興味・関′し等を踏  

まえて編成した学習集団における「個に応じた指導」  

そして，その効果的な指導の在り方を探るために，  

○ 学習集団の編成の仕方  

○ それぞれの学習集団を構成する子どもの状況   

に応じた学習指導の方法  

に焦点を当て，意識調査に基づいて子どもの「学習の  

状況（理解の程度）」及び「学習（学習集団の形態，  

学習内容，学習速度，学習パターンなど）への志向性」  

の視点から研究を進めました。   

以下のグラフは，学習の状況と学習への志剛生の関  

係を表すものです。   

〈学習集団の形態〉  〈学習内容〉  

「と（りような授業を受け／二いですか」  

＼「托業て習っ／－二ことを理解していますか  

ビのような学習内容の授業を受廿た．▲て丁か  

X「授業て習ったことを理解Lて、一ますカ・」  

その他  N  

〈学習速度〉  
「どのような学習の仕ノらの授業を受けたいて丁か」   

X「授業で習ったことを理解Lていますか」  

〈学習パターン〉  

「学習内客を理解するのによい授業は」   
y「手ま業で習ったことを理解していますか   

習熟度別指導を実施する際に，理解の程度が十分な  

学習集団では「個別」や「グループ」によi），「発展  

的な内容」を「どんどん」と「探究」する学習が展開  

され，理解の程度が十分ではない学習集団では「一斉」  

や「個別」により，「基本的な内容」を「じっくり」  
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研修講座だより②9月までに実施した研修（一部）の概要をまとめました  

平和教育講座  主 題「被爆の実相の科学的認識・継承と平和教育」   

講座の概要   

本年度の平和教育講座は，下表の通り3日間の日程で実施し，大学，平和記念資料館，学校で取り組まれ  

ている平和教育の実際を紹介するとともに，被爆の実相の科学的認識・継承の課題について考えました。  

第1日（5／27）   講 義   
「『広島・長崎講座』に学ぶ平和   

I 

教育センター  広島市立大学広島平和研   

「  
見 学   広島ピースボランティアガイド  

第2日（6／20）  

平和記念資料館  講 義   「平和記念資料館における平和ミ   

広島平和記念資料館主幹   

「継承の実際」－被爆エノキの学琴   
第3日（6／29）  実践発表・協議  
基町小学校  広島市立基町小学校教諭   

教育改善の視点」  

究所助教授 水本 和実  

による解説  

学習の実際と被爆体験の継承」  

浜岡 克宣  

習の参観と児童によるエノキロードの案内  

二宮孝司  

その中から，第1口の水本先生の講義内容の一端を紹介します。  

【「平和」とは何か】「平和」とは，「暴力や戦争がない」ということだけでなく，「人権が保障され，一人一  

人が自分の能力を生かし，生き生きと幸せに暮らせること」である。「平和でない状況」を見抜き，その間題  

を見つめ，回復するためには何ができるかを考える，その努力の過程を「平和」と呼びたい。  

【広島市立大学における『広島・長崎講座』】 世界で最初の被爆地として，個人の被爆体験を集積していく  

ことは重要である。それにプラスする形で，それぞれの講師の専門性から被爆体験を見る視点を大切にして  

いる。  

【広島発の新たな「平和」の試み】 原爆が町を破壊し，人間の肉体や生活，精神に与えた影響を知り，そこ  

に吐露される悲痛な平和への訴えを受け止めることを出発点として， 平和を創り出す実践力にどう繋いでい  

くのかが問われている。原爆の悲惨さを学ぶだけでよいのではなく，学んだことを他の「平和が損なわれて  

いる問題」に直面したときに生かされるものになっているかを考えなければならない。「平和教育」とは，人  

間の尊厳を理解させ，世界の恒久平和を実現する態度と能力を育てることと考える。  

幼稚園教育実技講座  主 題「豊かな遊びを育む教材開発と指導力」  

緑井幼稚園教諭 大窪チエミ  亀崎幼椎園教諭 竹内 美貴  

指導者  安西幼稚園教諭 新見奈緒美 口田幼稚園教諭 湯地 由美  

教育委員会指導第一課主任指導主事（事）主任 財満由美子   

講座の概要   

午前中は，遊びの中で数量や文字に興味・関心をもってかかわることができるような教材を作成しました。   

午後からは，午前中に作成した教材を基に，豊かな遊びを育むための支援について考えていきました。各  

グループごとに，作成した教材を使った遊び方を話し合い，指導の目的や援助のポイントについて意見を出  

し合いながらまとめていきました。その後，財満主任指導主事（事）主任から幼稚園教育要領の中の数量・文  

字についての記述と小学校学習指導要領国語科・算数科の内容をもとに幼稚園から小学校へとつながってい  

く力の基礎として「できる力」ではなく「わかる力」を育むことの必要性の話があlつました。つまl），文字  

を書くことができる，計算ができるという表面的なことよりも，文字や数の機能や意味が理解できるように  

することが大切であるということでした。   

講座を受講した先生方からは，「教材を作成するだけでなく，他の先生方のアイディアを問いたり自分で考  

えたりしたことが大変役だった。」「グループで試行錯誤しながら作り上げていくことができ，参考になった。  

今後の保育に生かしていきたい。」などの感想をいただくとともに，「また来年度も参加したい。」など先生方  

の研修への満足感や熱意・意欲が伝わる講座でした。  
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教育関係資料の紹介～図書資料室から～  

ゆケ 
乃りキュラムセンター機能の充実   

教育センターでは各学校・固のカリキュラムづくりの  

支援を行うためのセンター機能の充実に努めています。   

今年度も，各学校・固から多大なご協力をいただき，  

多くの関係資料を図書資料室に配架することができました。  

【享年度新たに図書資料室に配架した資料内容】  

○学校要覧  

○学校・園経営計画  

○通知表（よいこのあゆみ）  

O「総合的な学習の時間」の年間指導計画  

○平和教育に関する年間指導計画及び実践事例  

【学校要覧】  

【学校・園経営計画】  

【通知表（よいこのあゆみ）】  

【「総合的な学習の時間」の   

年間指導計画】  

【平和教育に関する年間指  

導計画及び実践事例】  

カリキュラムに関する資料等  

のご提供をこれからもよろしく  

お願いします。  

図書資料室からのお知らせ  
教育雑誌のパックナン八一の活用について   

○ 教育関係資料の充実  
今年度も全国から送ら   

れてきた教育関係資料を   

配架しています。最新の   

教育情報がご覧になれま   

す。ぜひ同書資料喜を活   

用してください。  

○ 図書の返却   

1回3冊までは，学校   

メール便を利用して返却   

することができます。  

（ビデオの返却はメール便   

ではできません。）   

過去5年～10年の間に教育センターで配架しておりました教育雑誌  

の目次をファイリング（下の写真参照）しています。このファイルから教  

育雑誌のバックナンバーを探すこともできます。ぜひ活用してください。  



教 育 セ ン タ  
研究員研究の紹介  

『所報79号』でお知らせしましたように，今年度は7名の  

先生方が研究員として1年間教育研究に取り組まれていま  

す。今回は，研究員の研究内容の概略をお知らせします。  

－ ひ ろ ば  
指導主事研究の紹介   

今年度，当センターでは，研究協力校ヤ研究協力員の先  

牛方にデータの収集や授業実践等の協力をお願いしながら，  

以下の四つの研究に耳丈り組んでおります。  

研究主題   担当者   研究のねらい   

広島市の子ど  人下 意子  広島市のチビもの平和に   
もの平和に関  水ノ上俊一  関する意識調査を実施し，   

する意識調査  その結果を分析・考察す   

（3）  ることを通して，これか  

らの本市の平和教育の在  
り方について探る。   

心の教育のカ  皇道 和雄  豊かな心の育成に繋がる   

リキュラム開  谷田 帽章  ような教育活動を創造し，   

発に係る研究  清水  剛  その効果性について検証  

．1ノていくことにより，各  
学校における心の教育の  

i  一層の充実を図るための  

ユニ夫改善の方向性を示す。   

少人数学級に  藤村 利彦  少人数学級における致育   
おける教育指  島本 圭子  指導の工夫改善について，   

導の工夫改善  正原 直行  意識調査の結果等を其に   

に係る実践的  L】l領  動  少人数学級のよさを生か   

研究  し，個に応じた指導のよ  

り一層の充実を図るため  
の指導方法の工夫改善の  

ノJ▲同性を探る。   

教育用コンテ  住吉  磨  昨年度公開した教育用コン   

ンツの開発・  岩月】て浩一  テンソに係るアンケート調   

作成に係る実  査を実施し、その結果の分   

践的研究  析・考察を基に，より活用  

†ノヤすく効果的な教育用コ  
ンテンツとなるように，  

質・量両面の充実を図る。   

広島市学校教育研究グループ活動奨励金事業   

教育センターでは先生方の少人数グループによる自主的  

な教育研究がより充実したものになるよう支援しています。  

r平成17年6月～平成18年2月）   

具体的には以下のような支援をしています。  

① 研究に係る奨励金の交付  

② 研究内呑・研究方法等についての相談  

③ 研究内容に係る教育情報の提供   

今年度は，9のグループが次の題目で研究に取り組まれ  

ています。  

題 字 ………… 広島■市立南観音小学校校長 田原 和子  

表紙絵 ………… 広島市立一丁田中学校数頭 中島 健二  

／／∵仙   

腐■集後記   

教育センターは特色ある学校づくり・信頼され  

る学校づくりの推進に向けた研究，研修等のお役  
に立つことができるように、さらに努力していき  

たいと思っています。ぜひ教育センターを活用し  

てください。  
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